
写真展実施要項

１．日時　　９月７日（日）　　
２．会場　　サンエールかごしま
３．主旨
青年が、自らの体験や地域社会での活動で得たものを記録し表現した写真作品を展示し、文化の発展に寄与する。
４．部門
（１）テーマ作品の部
今大会のテーマは下記のとおりとする。
テーマ『○○とわたし』
（２）自由作品の部
５．参加資格
（１）昭和５４年４月１日以降に出生した者。
（２）平成２６年からひきつづき該当市町村団に所属する者。
（３）地域で活動する青年を参加対象とする。
（４）学生及びオーバーエイジ枠の参加は認めない。ただし共同作品で連名出品の場合は、メンバ
　　　ー数の３分の１の参加を認める。ただし、この人数は学生及びオーバーエイジ枠を合わせた
　　　人数となっていることを注意すること。
（５）２００９(平成２１)年１０月１日～２０１４(平成２６)年９月３０日において、国内外で職業競技者(演技者・技術者)としての活動実績を有する者は大会に参加できない。
（６）過去５年のあいだ、全国公募展で入選した作品は出品できない。

（７）過去に出品した同一作品の再出品は認めない。
（８）無資格者の参加は該当者を失格とする。
６．作品の大きさ
（１）作品は単写真、組み写真とも可。サイズは、４切りから全紙、またはＡ４からＡ３ノビの範囲内とする。ただし、組み写真を１枚でレイアウトする場合は１００cm×１５０cm以内のパネルに構成すること。
（２）出品作品は額装またはパネル張り、およびそれに準じるものとする。
７．出品点数
出品点数は両部門あわせて一人５点までとする。
８．出品票
出品作品は所定の出品票を作品の裏に添付すること。組写真の場合は個々の作品に出品票を添付するとともに展示順を明記すること。ただし１枚にレイアウトする場合、出品票は１枚でよい。
９．出品責任者
（１）各市町村から出品責任者として１人は必ず参加すること。ただし、生活文化展の出品責任者を兼ねてもよい。

（２）出品責任者は、展覧会終了後、一括して出品作品の返却を受けること。
１０．注意事項
（１）肖像権や著作権などに抵触する場合は出品者が了解を得ること。大会主催者はその責任を負わない。
（２）公序良俗に反する作品は出品できない。
（３）出品作品は、輸送中に破損しないように厳重に荷造りをすること。
（４）出品作品の輸送中の事故(返却の場合も含む)について大会主催者は責任を負わない。
（５）出品責任者は、出品作品の荷解きのための諸工具および荷造りのための材料を各自用意すること。

（６）展示場所や方法は、主催者側で定める。
（７）作品には上下、左右を明示し、組作品には必ず順番を明記のこと。
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